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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに従って、複数の有彩色インクを吐出するノズル列と少なくとも１種類の無
彩色インクを吐出するノズル列を、記録媒体に対し相対的に移動させながら記録を行う記
録走査を、前記記録媒体の単位領域に対し複数回ずつ行うことにより、前記単位領域に段
階的に画像を記録するインクジェット記録装置において、
　前記複数回の記録走査は、該記録走査の夫々について前記画像データの記録を許容する
画素と記録を許容しない画素を定めるマスクパターンに従って、インクを吐出することに
よって実行され、
　前記マスクパターンは、前記有彩色インクと前記無彩色インクを用いて有彩色を表現す
るための前記単位領域において、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対する最
後の記録走査において、前記無彩色インクのうち、少なくとも１種類の無彩色インクの記
録が許容される画素は、前記複数の有彩色インクのいずれの有彩色インクの記録が許容さ
れる画素よりも多くなるように、前記画像データの記録を許容する画素と記録を許容しな
い画素を定めていることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対する最後の記録走査において、前記有
彩色インクの記録が許容される画素は存在しないことを特徴とする請求項１に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項３】
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　前記少なくとも１種類の無彩色インクはブラックインクを含み、前記複数回の記録走査
のうち、前記単位領域に対する最後の記録走査において、前記ブラックインクの記録が許
容される画素は、前記有彩色インクの記録が許容される画素よりも多いことを特徴とする
請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１種類の無彩色インクはブラックインクおよび該ブラックインクよりも
色材濃度が低いグレーインクを含み、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対す
る最後の記録走査において、前記グレーインクの記録が許容される画素は、前記有彩色イ
ンクの記録が許容される画素よりも多いことを特徴とする請求項１または２に記載のイン
クジェット記録装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１種類の無彩色インクはブラックインク、該ブラックインクよりも色材
濃度が低いグレーインク、および該グレーインクよりも色材濃度が低いライトグレーイン
クを含み、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対する最後の記録走査において
、前記ライトグレーインクの記録が許容される画素は、前記有彩色インクの記録が許容さ
れる画素よりも多いことを特徴とする請求項１または２に記載のインクジェット記録装置
。
【請求項６】
　前記有彩色インクはシアン、マゼンタおよびイエローのインクを含むことを特徴とする
請求項１乃至５の何れかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記有彩色インクは、シアンインク、該シアンインクよりも色材濃度が低いライトシア
ンインク、マゼンタインク、該マゼンタインクよりも色材濃度が低いライトマゼンタイン
ク、およびイエローインクを含み、前記少なくとも１種類の無彩色インクはブラックイン
クおよび該ブラックインクよりも色材濃度が低いグレーインクを含み、前記ライトシアン
インクおよびライトマゼンタインクは、前記単位領域に対し、前記シアンインク、マゼン
タインクおよびイエローインクよりも後の記録走査で記録され、且つ、前記単位領域に対
する最後の記録走査では、前記グレーインクの記録が許容される画素は、前記ライトシア
ンインクおよびライトマゼンタインクの記録が許容される画素よりも多いことを特徴とす
る請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記有彩色インクは、シアンインク、該シアンインクよりも色材濃度が低いライトシア
ンインク、マゼンタインク、該マゼンタインクよりも色材濃度が低いライトマゼンタイン
ク、イエローインク、レッドインク、グリーンインクおよびブルーインクを含み、前記少
なくとも１種類の無彩色インクはブラックインク、該ブラックインクよりも色材濃度が低
いグレーインク、および該グレーインクよりも色材濃度が低いライトグレーインクを含み
、前記ライトシアンインクおよびライトマゼンタインクは、前記単位領域に対し、前記シ
アンインク、マゼンタインク、イエローインク、レッドインク、グリーンインクおよびブ
ルーインクよりも後の記録走査で記録され、且つ、前記単位領域に対する最後の記録走査
では、前記ライトグレーインクの記録が許容される画素は、前記ライトシアンインクおよ
びライトマゼンタインクの記録が許容される画素よりも多いことを特徴とする請求項１に
記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記有彩色インクは、シアンインク、該シアンインクよりも色材濃度が低いライトシア
ンインクを含み、前記少なくとも１種類の無彩色インクはブラックインク、該ブラックイ
ンクよりも色材濃度が低いグレーインク、および該グレーインクよりも色材濃度が低いラ
イトグレーインクを含み、
　前記単位領域に対する前記グレーインクを記録するための少なくとも１回の記録走査は
前記シアンインクを記録するための最後の記録走査よりも後に行われ、
　前記単位領域に対する前記ライトシアンインクを記録するための少なくとも１回の記録
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走査は前記グレーインクを記録するための最後の記録走査よりも後に行われ、
　前記単位領域に対する前記ライトグレーインクを記録するための少なくとも１回の記録
走査は、前記ライトシアンインクを記録するための最後の記録走査よりも後に行われるこ
とを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記有彩色インクは、マゼンタインクおよびイエローインクを更に含み、前記単位領域
に対する前記グレーインクを記録するための少なくとも１回の記録走査は前記シアンイン
ク、前記マゼンタインクおよび前記イエローインクそれぞれについての最後の記録走査よ
りも後に行われることを特徴とする請求項９に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　前記有彩色インクは、レッドインク、グリーンインクおよびブルーインクを更に含み、
前記単位領域に対する前記グレーインクを記録するための少なくとも１回の記録走査は前
記シアンインク、前記マゼンタインク、前記イエローインク、前記レッドインク、前記グ
リーンインクおよび前記ブルーインクそれぞれについての最後の記録走査よりも後に行わ
れることを特徴とする請求項１０に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１２】
　前記無彩色インクは、前記有彩色インクに比べてブロンズを引き起こす成分の含有量が
少ないことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載のインクジェット記録
装置。
【請求項１３】
　画像データに従って、複数の有彩色インクを吐出するノズル列と少なくとも１種類の無
彩色インクを吐出するノズル列を、記録媒体に対し相対的に移動させながら記録を行う記
録走査を、前記記録媒体の単位領域に対し複数回ずつ行うことにより、前記単位領域に段
階的に画像を記録するインクジェット記録方法において、
　前記複数回の記録走査は、該記録走査の夫々について前記画像データの記録を許容する
画素と記録を許容しない画素を定めるマスクパターンに従って、インクを吐出することに
よって実行され、
　前記マスクパターンは、前記有彩色インクと前記無彩色インクを用いて有彩色を表現す
るための前記単位領域において、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対する最
後の記録走査において、前記無彩色インクのうち、少なくとも１種類の無彩色インクの記
録が許容される画素は、前記複数の有彩色インクのいずれの有彩色インクの記録が許容さ
れる画素よりも多くなるように、前記画像データの記録を許容する画素と記録を許容しな
い画素を定めていることを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクを用いて記録を行うインクジェット記録装置に関する。特に、複数色の
インクを用いたシリアル型のインクジェット記録装置において、画像上のブロンズを抑え
るための記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　顔料インクや記録媒体への浸透性が低いインクを用いたインクジェット記録装置では、
インクが記録媒体の表面に留まる性質を有しているので、記録したインクの順番で記録媒
体上に層が形成される。よって、光沢度やブロンズのような記録物の表面粗さ或いは表面
の材料特性に依存する要素は、記録媒体に最後に記録されたインクの特性に左右される。
その結果、マルチパス記録を行うシリアル型のインクジェット記録装置では、双方向記録
の記録方向や使用するマスクパターンあるいは記録データによって、画像の光沢性やブロ
ンズの程度が変化してしまう。
【０００３】
　このような状況を鑑み、例えば特許文献１では、マルチパス記録を行うシリアル型のイ
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ンクジェット記録装置において、支配色が決定される（最表面となる）記録走査でのイン
クの記録量を制御する記録方法が開示されている。具体的には、特にシアンインクの記録
が光沢性やブロンズに影響しやすいことに着目し、支配色が決定される（最表面となる）
記録走査では、シアン以外のインクの記録率をシアンの記録率よりも高くする記録方法が
開示されている。このような記録方法を実行すれば、光沢性やブロンズに影響しにくいイ
ンクを、画像の最表面に記録することが可能となり、光沢むらやブロンズの発生を抑える
ことが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２６１９８０号公報
【特許文献２】特開２００８－１６２０９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の構成においては、光沢性やブロンズに影響しやすいインク
（例えばシアンインク）と共に光沢性やブロンズに影響し難いインク（例えばイエローイ
ンク）を同時に記録する色域でしか効果が得られない。具体的には、シアンインクに比べ
て他のインクの記録率が極低い色域については、その効果が得られ難いという課題があっ
た。
【０００６】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたものであり、その目的とする所は、色域
によらず、ブロンズの発生を抑制することが可能なインクジェット記録装置およびインク
ジェット記録方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そのために本発明は、画像データに従って、複数の有彩色インクを吐出するノズル列と
少なくとも１種類の無彩色インクを吐出するノズル列を、記録媒体に対し相対的に移動さ
せながら記録を行う記録走査を、前記記録媒体の単位領域に対し複数回ずつ行うことによ
り、前記単位領域に段階的に画像を記録するインクジェット記録装置において、前記複数
回の記録走査は、該記録走査の夫々について前記画像データの記録を許容する画素と記録
を許容しない画素を定めるマスクパターンに従って、インクを吐出することによって実行
され、前記マスクパターンは、前記有彩色インクと前記無彩色インクを用いて有彩色を表
現するための前記単位領域において、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対す
る最後の記録走査において、前記無彩色インクのうち、少なくとも１種類の無彩色インク
の記録が許容される画素は、前記複数の有彩色インクのいずれの有彩色インクの記録が許
容される画素よりも多くなるように、前記画像データの記録を許容する画素と記録を許容
しない画素を定めていることを特徴とする。
【０００８】
　また、画像データに従って、複数の有彩色インクを吐出するノズル列と少なくとも１種
類の無彩色インクを吐出するノズル列を、記録媒体に対し相対的に移動させながら記録を
行う記録走査を、前記記録媒体の単位領域に対し複数回ずつ行うことにより、前記単位領
域に段階的に画像を記録するインクジェット記録方法において、前記複数回の記録走査は
、該記録走査の夫々について前記画像データの記録を許容する画素と記録を許容しない画
素を定めるマスクパターンに従って、インクを吐出することによって実行され、前記マス
クパターンは、前記有彩色インクと前記無彩色インクを用いて有彩色を表現するための前
記単位領域において、前記複数回の記録走査のうち、前記単位領域に対する最後の記録走
査において、前記無彩色インクのうち、少なくとも１種類の無彩色インクの記録が許容さ
れる画素は、前記複数の有彩色インクのいずれの有彩色インクの記録が許容される画素よ
りも多くなるように、前記画像データの記録を許容する画素と記録を許容しない画素を定
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めていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、記録媒体の最表層にブロンズ低減効果の高い無彩色インクを配置する
ことが可能となり、色相ずれを伴わずにブロンズの発生を抑制することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の実施形態における記録状態を説明するための図である。
【図２】第２の実施形態における記録状態を説明するための図である。
【図３】第２の実施形態における記録状態の別例を説明するための図である。
【図４】特許文献２に従った記録状態を示す図である。
【図５】第３の実施形態における記録状態を説明するための図である。
【図６】第３の実施形態における記録状態の別例を説明するための図である。
【図７】第３の実施形態における記録状態の別例を説明するための図である。
【図８】第１の実施形態の別例を示す図である。
【図９】第１の実施形態の別例を示す図である。
【図１０】第３の実施形態の別例を示す図である。
【図１１】第３の実施形態の別例を示す図である。
【図１２】（ａ）および（ｂ）は、第３の実施形態に適用可能な記録ヘッドを示す図であ
る。
【図１３】本発明に適用可能な記録システムを示すブロック図である。
【図１４】本実施形態で採用する記録装置の概略構成を説明するための斜視図である。
【図１５】第１の実施形態で使用する記録ヘッドの構成を説明するための模式図である。
【図１６】画像処理の流れを説明するためのブロック図である。
【図１７】マスクパターンを用いたマルチパス記録を説明する図である。
【図１８】本発明で適用可能な記録ヘッドの別例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の特徴的構成の基本となる実施形態を説明する。
（第１の実施形態）
　図１３は、本発明に適用可能なインクジェット記録装置の記録システムを構成するホス
ト装置１００と記録装置１０４の構成を示すブロック図である。
【００１２】
　ＣＰＵ１０８は、ハードディスク（ＨＤ）１０７やＲＯＭ１１０に格納された各種プロ
グラムに従い、オペレーティングシステム１０２を介して、アプリケーション１０１、プ
リンタドライバ１０３、モニタドライバ１０５の各ソフトウェアを動作させる。この際、
ＲＡＭ１０９は、各種処理を実行する際のワークエリアとして使用される。モニタドライ
バ１０５は、モニタ１０６に表示する画像データを作成するなどの処理を実行するための
ソフトウェアである。プリンタドライバ１０３は、アプリケーションソフトウェア１０１
からＯＳ１０２へ受け渡される画像データを、記録装置１０４が受信可能な多値または２
値の画像データに変換し、その後記録装置１０４に送信するためのソフトウェアである。
【００１３】
　インクジェット記録装置１０４には、コントローラ２００、記録ヘッド１０００、ヘッ
ド駆動回路２０２、キャリッジ４０００、キャリッジモータ２０４、搬送ローラ２０５、
搬送モータ２０６等が設けられている。ヘッド駆動回路２０２は記録ヘッド１０００の駆
動を行うための回路で、ヘッド駆動回路２０２によって記録ヘッド１０００が駆動されて
インクが吐出される。キャリッジモータ２０４は、記録ヘッド１００を搭載するためのキ
ャリッジ４０００を往復移動させるためのモータである。搬送モータ２０６は、記録媒体
を搬送するための搬送ローラ２０５を搬送するためのモータである。装置全体を制御する
ためのコントローラ２００には、マイクロプロセッサ形態のＣＰＵ２１０、制御プログラ
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ムが収納されているＲＯＭ２１１、ＣＰＵが画像データの処理等を行う際に使用するＲＡ
Ｍ２１２等が設けられている。ＲＯＭ２１１には、後述する本発明のマスクパターンやマ
ルチパス記録を制御するための制御プログラム等が格納されている。コントローラ２００
は、例えば、マルチパス記録を実行するために、ヘッド駆動回路２０２、キャリッジモー
タ２０４、搬送モータ２０６を制御する他、マルチパス記録の各走査に対応した画像デー
タを生成する。詳しくは、コントローラ２００は、制御プログラムに従ってＲＯＭ２１１
からマスクパターンを読み出し、読み出したマスクパターンを用いて、単位領域に対応す
る画像データをマルチパス記録の各走査に対応したノズルブロックで記録すべき画像デー
タに分割する。更に、コントローラ２００は、この分割画像データに従って記録ヘッド１
０００からインクが吐出されるようにヘッド駆動回路２０２を制御する。
【００１４】
　図１４は、本実施形態で採用するインクジェット記録装置１０４の概略構成を説明する
ための斜視図である。移動手段となるキャリッジ４０００は、シアン（Ｃ）、マゼンタ（
Ｍ）、イエロー（Ｙ）およびブラック（Ｋ）のインクをそれぞれ吐出する４つのノズル群
を備えた記録ヘッド１０００を搭載し、図のＸ方向（第２の方向）に移動可能になってい
る。コントローラ等からなる不図示の制御手段は、ホスト装置より受信した画像データに
従って、キャリッジ４０００によるＸ方向への移動中に、記録ヘッド１０００にインク吐
出動作を実行させる。このような記録ヘッド１０００による１回分の記録走査が終了する
と、マルチパス記録のパス数に応じた量だけ、記録媒体は、搬送ローラ等からなる不図示
の搬送手段により、Ｘ方向とは交差するＹ方向に搬送される。この後、Ｘ方向（ヘッド移
動方向）へのヘッド移動に伴う記録とＹ方向の搬送を繰り返すことにより、記録媒体に段
階的に画像が形成されていく。
【００１５】
　図１５は、本実施形態で使用する記録ヘッド１０００のノズル配置状態を説明するため
の模式図である。本実施形態の記録ヘッド１０００は、第１から第４の４種類のインクそ
れぞれを吐出する４つのノズル列１００１がＸ方向（ヘッドの移動方向）に並列して備え
られている。本実施形態において、第１のインクはシアンインク（Ｃ）、第２のインクは
マゼンタインク（Ｍ）、第３のインクはイエローインク（Ｙ）および第４のインクはブラ
ックインク（Ｋ）となっている。各色のノズル列１００１は、それぞれ、第１の方向に配
列された２５６個のノズルを有している。詳しくは、各色のノズル列１００１は、１２８
個のノズルが６００ｄｐｉのピッチで第１の方向（ここではＹ方向）に配列するノズルの
列を２つ有し、これら２つの列は第１の方向に半ピッチずれて配置されている。すなわち
、記録ヘッド１０００がＸ方向に移動しながら個々のノズルからインク吐出動作を行うこ
とにより、Ｙ方向に１２００ｄｐｉ（ドット／インチ）の解像度を有する画像を記録する
ことが出来る。
【００１６】
　このように本実施形態では、同色インクを吐出するための複数のノズルからなるノズル
列をインク色に対応させて複数備えた記録ヘッドを用いている。
【００１７】
　なお、本実施形態では簡単のため、同色インクを吐出する複数のノズルの配列方向（第
１の方向）が記録媒体の搬送方向（Ｙ方向）に色間で一致する形態で説明した。しかし、
本発明においてノズル配列方向（第１の方向）と搬送方向（Ｙ方向）は、色間で必ずしも
一致していなくてよい。ノズルの配列方向（第１の方向）がＹ方向に対して多少の傾きを
持っていても、以下に説明する本発明の効果は変わりなく得ることが出来る。
【００１８】
　また、図１５では、全てのインクが等しい配列密度のノズル列から吐出される構成で説
明したが、一部の色のノズル配列密度や吐出量が異なったりしてもよい。また、ノズルの
配列方向（第１の方向）の長さがインク色に応じて異なっていてもよい。例えば、図１８
は、本発明で適用可能な記録ヘッドの別例を示す図である。本例では、ブラックインクの
ための個々の吐出口は他色よりも大きく、その配列密度は他色よりも低い。更に、ブラッ
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クインクのノズル列は他色よりもＹ方向に長尺になっている。このような構成の記録ヘッ
ドも本発明に適用可能である。
【００１９】
　図１６は、以上説明した記録システムにおいて、ホスト装置１００および記録装置１０
４が実行する画像処理の流れを説明するためのブロック図である。
【００２０】
　ホスト装置１００において、ユーザはアプリケーション１０１を利用して記録装置１０
４で記録する画像データを作成することができる。記録を行う際、アプリケーション１０
１で作成された画像データはプリンタドライバ１０３に転送される。
【００２１】
　プリンタドライバ１０３は、その処理として、前段処理Ｊ０００２、後段処理Ｊ０００
３、γ補正Ｊ０００４、２値化処理Ｊ０００５、および印刷データ作成処理Ｊ０００６を
それぞれ実行する。
【００２２】
　前段処理Ｊ０００２では、図１４を参照するに、アプリケーション１０１がモニタドラ
イバ１０５を介してモニタ１０６に表示する画像の色域を、記録装置１０４の色域に変換
する色域変換を行う。具体的には、８ビットで表現された画像データＲ、Ｇ、Ｂを、ＲＯ
Ｍ１１０に格納されている３次元ＬＵＴを参照することにより、記録装置１０４の色域内
の８ビットデータＲ、Ｇ、Ｂに変換する。
【００２３】
　次いで、後段処理Ｊ０００３では、変換後のＲ、Ｇ、Ｂが記録装置１０４に搭載された
記録ヘッド１０００が吐出する４色のインク色Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋで表現されるように、信号
値変換を行う。具体的には、前段処理Ｊ０００２にて得られた８ビットデータＲ、Ｇ、Ｂ
を、ＲＯＭ１１０に格納されている３次元ＬＵＴを参照することにより、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋ
の８ビットデータに変換する。
【００２４】
　続くγ補正Ｊ０００４では、後段処理Ｊ０００３で得られたＣＭＹＫのデータについて
γ補正を行う。具体的には、色分解で得られた８ビットデータＣＭＹＫが記録装置の階調
特性に線形的に対応づけられるような１次変換を行う。
【００２５】
　２値化処理Ｊ０００５では、γ補正がなされた８ビットデータＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋを、所定
の量子化処理法を採用して、１ビットデータＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋに変換する。２値化後の画像
データは、記録装置１０４の記録解像度に対応した個々の画素に対し、ドットを記録する
かドットを記録しないかが、１ビット情報として定められている。
【００２６】
　印刷データ作成処理Ｊ０００６では、上記２値化処理Ｊ０００５で生成された４色１ビ
ットデータに、記録媒体情報、記録品位情報および給紙方法等のような記録動作に関わる
制御情報を付して、印刷データを作成する。以上のようにして生成された印刷データは、
ホスト装置１００から記録装置１０４へ供給される。
【００２７】
　記録装置１０４は、入力されてきた印刷データに含まれる２値の画像データに対し、予
め用意されたマスクパターンを用いてマスク処理Ｊ０００８を行う。ここで、マスクパタ
ーンとは、記録ヘッドの１回の移動で個々のノズルが通過する領域を構成する複数の画素
夫々に対して記録の許容あるいは非許容が定められたパターンである。
【００２８】
　マスク処理Ｊ０００８では、予め記録装置１０４のメモリに格納されている所定のマス
クパターンを用い、２値の画像データをマルチパス記録の各走査に対応した複数のノズル
ブロック夫々で記録すべき画像データに分割する。具体的には、記録ヘッドの一回の走査
で個々のノズルが通過する領域内の各画素に対し記録の許容あるいは非許容が定められた
マスクパターンと、ホスト装置１００より入力された２値の画像データとで論理積演算を
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行う。その結果、記録ヘッドが１回の記録走査で実際に記録すべき２値の画像データが生
成される。その後、生成された２値の画像データはヘッド駆動回路Ｊ０００９に送られる
。そして、記録ヘッド１０００の個々のノズルは、上記２値の画像データに従って所定の
タイミングで記録動作を実行する。
【００２９】
　図１７は、マスクパターンを用いたマルチパス記録を説明する図である。ここでは、４
回の走査で単位領域に記録すべき画像を完成する４パスマルチパス記録を例に、記録ヘッ
ドや記録されたドットパターンなどを模式的に示している。図において、Ｐ０００１は記
録ヘッドを示す。ここでは、説明の簡略化のため、１６個のノズルを有するものとして表
されている。４パスのマルチパス記録の場合、ノズル列は、図のようにそれぞれ４つのノ
ズルを含む第１～第４の４つのグループに分割されて用いられる。Ｐ０００２はマスクパ
ターンを示し、各ノズルに対応して記録を許容する画素（記録許容画素）を黒塗りで示し
ている。４つのグループに対応したマスクパターンは記録許容率が２５％であり、互いに
補完の関係を有している。よって、これら４つのパターンを重ね合わせると４×４の画素
が総て記録許容画素となり、４回の記録走査によって当該領域の記録を完成するようにな
っている。
【００３０】
　Ｐ０００３～Ｐ０００６は、形成されるドットの配列パターンを示し、記録走査を重ね
ていくことによって画像が完成されていく様子を示したものである。これらのパターンに
示すように、マルチパス記録では、それぞれの記録走査で、各グループに対応したマスク
パターンによって生成された２値の記録データ（ドットデータ）に基づいてドットを記録
する。そして、記録走査が終了するごとに、記録媒体を図中矢印の方向にグループの幅分
（４ノズル分）ずつ搬送する。このように、記録媒体の単位領域は、第１グループ～第４
グループの順番による４回の記録走査によって、画像が記録される。
【００３１】
　以上のようなマルチパス記録によれば、製造工程上生じ得る複数ノズル間のインク吐出
方向や吐出量のばらつきや各記録走査の間に行われる紙送りの誤差に起因した濃度むらな
どを目立たなくすることができる。
【００３２】
　図１７では、４パスのマルチパス記録の例を示しているが、２回の記録走査で画像を完
成させる２パス記録、３回の記録走査で画像を完成させる３パス記録、さらに５回以上の
記録走査で画像を完成させるＭパスのマルチパス記録とすることも出来る。Ｍパスのマル
チパス記録を行う場合、１つのノズル列に含まれるＮ個のノズルはＭ分割され、一般に記
録許容率が（１００／Ｍ）％であって互いに補完関係にあるＭ個のマスクパターンが用意
される。そして、各記録走査のたびにＮ／Ｍノズル分の搬送動作を行うことにより、Ｎ／
Ｍノズル分の単位領域はＭ回の記録走査によって画像が完成される。本実施形態において
は、図１５で説明した記録ヘッドを用い、８パスのマルチパス記録を行うものとする。
【００３３】
　図１は、本実施形態のマルチパス記録を行う際の、各グループの記録状態を説明するた
めの図である。８パスのマルチパス記録を行う場合、２５６個のノズルは３２ノズルずつ
８つのグループに分割される。図１では、８つのグループのうち、実際に記録に使用する
グループをインク色ごとに示した図である。図から判るように、本実施形態において、ブ
ラックインク（Ｋ）は第１～第８の全てのグループで記録を行うが、シアンインク（Ｃ）
、マゼンタインク（Ｍ）およびイエローインク（Ｙ）は、第７および第８グループでは記
録を行わない。その結果、３２ノズル幅の単位領域は、第７記録走査および第８記録走査
においてブラックインクのみが記録される。
【００３４】
　このような記録を実現するためには、例えばブラックに関しては、各グループの記録許
容率が１２．５％であって、互いに補完の関係にある８つのマスクパターンを用意すれば
よい。また、シアン、マゼンタおよびイエローに関しては、記録許容率が（１００／６≒
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１６．７）％であって、互いに補完の関係にある６つのマスクパターンを第１グループ～
第６グループに割り当て、第７グループおよび第８グループの記録許容率は０％とすれば
よい。
【００３５】
　本実施形態では、このように、単位領域に対する少なくとも最後の記録走査では、無彩
色であるブラックインク（Ｋ）のみを記録する。このような構成により、記録媒体の単位
領域では、その最表層において無彩色インクの層が形成される。
【００３６】
　一般に、無彩色インクの色材は有彩色インクに比べてブロンズを引き起こす成分が少な
いので、これを最表層に配置すれば画像のブロンズを効率的に抑制することが出来る。そ
の一方で、無彩色は有彩色のように特別な色相を有していないので、これを付与すること
によって、元の画像の色相を大きくずらしてしまうことも無い。このような無彩色インク
の特性を利用して、再度図１６を参照するに、本実施形態の色変換処理（後段処理　Ｊ０
００３）では、画像の彩度や明度に影響を与えない程度に、ブラックデータを生成する。
そして、記録装置１０４は、図１に示したような記録許容率に従って記録動作を行う。こ
のような構成により、入力された画像データに対し色相のずれを引き起こすことなく、ブ
ロンズ現象を効果的に抑制することが可能となる。
【００３７】
　なお、図１の説明では、第７グループおよび第８グループの有彩色インクの記録許容率
を０％、すなわち最後の記録走査における有彩色インクの記録許容画素は存在しない、と
したが、本実施形態はこのような構成に限定されるものではない。本発明および本実施形
態では、少なくともマルチパス記録の最終の記録走査において、無彩色インクの記録許容
率が有彩色インクの記録許容率よりも高ければ、程度の差こそあれ本実施形態の効果を得
ることは出来る。以下に、最終記録走査の有彩色インクの記録許容率を０％としない例を
いくつか説明する。
【００３８】
　図８は、最終記録走査において、上述のように有彩色インクの記録許容率を０％にしな
い例を説明する図である。両図において、横軸はノズル列におけるノズル位置あるいはノ
ズルグループを示しており、縦軸は、個々のノズル或いはノズルグループの記録許容率を
示している。本例の場合、無彩色インクにおいても有彩色インクにおいても、記録許容率
が０％になるグループはない。但し、第１グループ～第６グループでは、有彩色インクの
記録許容率の方が無彩色インクよりも高く設定され、第７および第８グループでは、無彩
色インクの記録許容率の方が有彩色インクよりも高く設定されている。このような記録許
容率に従ったマスクパターンを用いて記録を行えば、少なくとも最終記録走査において、
無彩色インクを記録する割合を有彩色インクよりも高めることが出来る。その結果、最表
層には無彩色インクが配置される割合が高くなり、ブロンズを抑制することが可能となる
。
【００３９】
　更に、図９は、最終記録走査において有彩色インクの記録許容率を０％にしない別例を
説明する図である。本例の場合、有彩色インクについては、第１グループ～第８グループ
において、記録許容率は一律１２．５％である。これに対し、無彩色インクは、第１グル
ープ～第４グループでは有彩色インクよりも記録許容率が低くなっているが、第５グルー
プ～第８グループでは有彩色インクよりも記録許容率が高くなっている。このような記録
許容率に従ったマスクパターンを用いて記録を行った場合、最終記録走査を含む後半の記
録走査において、無彩色インクの記録を有彩色インクよりも高めることが出来る。その結
果、最表層には無彩色インクが配置される割合が高くなり、効果的にブロンズを抑制する
ことが可能となる。
【００４０】
　なお、以上では、８パスのマルチパス記録において最終記録走査である第８記録走査と
１つ前の第７記録走査で、有彩色インクよりも無彩色インクの記録許容率を高く設定する
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構成について説明した。しかし、少なくとも最終記録走査において無彩色インクの記録許
容率が有彩色インクよりも高ければ、本実施形態の効果を得ることは出来る。このとき、
上記例のように、少なくとも最終記録走査を含む複数の記録走査で無彩色インクの記録許
容率を有彩色インクよりも高くすれば、最表層をより確実に無彩色インクで構成すること
が出来、効果的にブロンズを抑制することが出来る。
【００４１】
　特に、Ｙ方向（搬送方向）の記録密度をノズルの配列密度よりも高くするようなインタ
ーレース記録を行う場合には、少なくとも最終記録走査を含む複数の記録走査において、
無彩色インクの記録許容率を有彩色インクより高く設定しておくことが好ましい。Ｘ方向
（走査方向）の記録密度を記録ヘッドが１回の記録走査で記録可能な記録密度より高くす
るために、１つのラスタを複数回の記録走査によって記録するような場合も同様である。
【００４２】
（第２の実施形態）
　本実施形態では、ブラック（Ｋ）に加えて、ブラックよりも色材濃度が低いグレー（Ｇ
ｙ）を無彩色インクとして用意した構成について説明する。
【００４３】
　図２は、本実施形態のマルチパス記録を行う際の、各グループの記録状態を図１と同様
に説明するための図である。第１の実施形態と同様、８パスのマルチパス記録を行う場合
、２５６個のノズルは３２ノズルずつ８つのグループに分割される。本実施形態では、グ
レー（Ｇｙ）は、第１～第８の全てのグループで記録を行うが、ブラック（Ｋ）、シアン
（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）およびイエロー（Ｙ）は、第７および第８グループでは記録を行
わない。その結果、３２ノズル幅の単位領域は、第７記録走査および第８記録走査におい
てグレーインクのみが記録される。
【００４４】
　このような記録を実現するためには、グレーインクに関しては、例えば、各グループの
記録許容率が１２．５％であって、互いに補完の関係にある８つのマスクパターンを用意
すればよい。また、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローに関しては、記録許容率が（
１００／６≒１６．７）％であって、補完の関係にある６つのマスクパターンを第１グル
ープ～第６グループに割り当て、第７グループおよび第８グループの記録許容率は０％と
すればよい。
【００４５】
　本実施形態では、このように、単位領域に対する少なくとも最後の記録走査では、グレ
ーインク（Ｇｙ）のみを記録する。このような構成により、記録媒体の単位領域では、そ
の最表層においてグレーインクの層が形成される。
【００４６】
　ブラックインクについては、既に説明したように、確かにブロンズを効率的に抑制する
ことが出来、これを付与することによって、元の画像の色相を大きくずらしてしまうこと
は無い。しかしながら、ブラックインクは基本的にその色材濃度が高いために、画像の彩
度や明度に与える影響は大きい。よって、第１の実施形態のように、色変換処理（後段処
理　Ｊ０００３）において、画像の彩度や明度に影響を与えない程度に、ブラックのデー
タを生成してもその信号値は小さく、ブロンズ低減の効果を発揮できる色域も狭い。また
、ブロンズ低減の効果を発揮できる色域においても、ブラックインクを付与できる量は少
なく、最表層を形成するには十分でない場合もある。
【００４７】
　これに対し、グレーインクは、その色材濃度がブラックインクよりも低く抑えられるよ
うに作製されている。よって、ブロンズ低減効果や元の画像の色相に影響を与えない効果
は、ブラックインクと同等である。これに加え、グレーインクはブラックインクよりも色
材濃度が低いので、同じ記録デューティで記録しても、ブラックインクほど画像の彩度や
明度に影響を与えることは無い。すなわち、グレーインクを最表層に付与するための無彩
色インクとして使用すれば、画像の彩度や明度に影響を与えることなく、ブラックインク
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よりも多くの量を付与することが出来、より確実なブロンズ低減効果を得ることが出来る
。
【００４８】
　よって、本実施形態では、このようなグレーインクの特性をより積極的に利用して、画
像の最表層になるべくグレーインクの割合が高くなるような記録方法を採用する。具体的
には、色変換処理（後段処理　Ｊ０００３）において、画像の彩度や明度に影響を与えな
い程度に、グレーのデータを生成する。そして、記録装置１０４は、例えば図２に示した
ような記録許容率に従って記録動作を行う。このような構成により、入力された画像デー
タに対し色相のずれを引き起こすことなく、また、彩度や明度を損なうことなく、ブロン
ズ現象をより確実に抑制することが可能となる。
【００４９】
　この場合、記録方法に関しては、図３のように、ブラックインクとグレーインクの両方
において、第７グループおよび第８グループで記録を行うようにしても良い。このような
構成であっても、最表層を無彩色インクで記録するという効果は得られ、彩度や明度を損
なうことなく、ブロンズ現象を確実に抑制することが可能となる。本実施形態においては
、少なくとも１種類の無彩色インクが、単位領域に対する最後の記録走査において有彩色
インクよりも高い記録許容率（多くの画素）で記録されれば、その効果は有効となる。
【００５０】
　また、実施形態においても第１の実施形態と同様、少なくとも最終記録走査において無
彩色インクの記録許容率を有彩色インクよりも高くすれば、最表層を無彩色インクで構成
することが出来、効果的にブロンズを抑制することが出来る。よって、本実施形態におい
ても、図９や図１０のような記録許容率を採用することが出来る。
【００５１】
（第３の実施形態）
　本実施形態では、第２の実施形態に加えて、さらに多くの有彩色インクを使用する形態
について説明する。有彩色インクとしては、例えば、シアンやマゼンタより色材濃度が低
いライトシアンインク（ＬＣ）、ライトマゼンタインク（ＬＭ）が挙げられる。また、シ
アン、マゼンタおよびイエローとは異なる色相を有するレッドインク（Ｒ）、グリーンイ
ンク（Ｇ）、ブルーインク（Ｂ）が挙げられる。特許文献２では、このように多数のイン
クを用いる構成において、より明度の高いインクを明度の低いインクよりも後に記録する
ことにより、表現可能な色域を広げる技術が開示されている。
【００５２】
　図４は、シアンよりも色材濃度が低いライトシアン（ＬＣ）、マゼンタよりも色材濃度
が低いライトマゼンタ（ＬＭ）を、第２の実施形態に加えた構成において、特許文献２の
方法を採用した場合の記録方法を説明するための図である。ここでは、１６パスのマルチ
パス記録を行う場合を例に説明する。
【００５３】
　１６パスのマルチパス記録を行う場合、２５６個のノズルは１６ノズルずつ１６個のグ
ループに分割される。図４では、１６個のグループのうち、実際に記録に使用するグルー
プをインク色ごとに示している。図から判るように、本例において、ブラック（Ｋ）、シ
アン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）およびイエロー（Ｙ）インクは、第１～第８グループでは記
録を行い、第９～第１６グループでは記録を行わない。また、グレー（Ｇy）、ライトシ
アン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）は、第１～第８グループでは記録を行わないが、
第９～第１６グループでは記録を行う。その結果、１６ノズル幅の単位領域は、相対的に
明度が低いブラック、シアン、マゼンタおよびイエローの層が形成された後に、相対的に
明度が高いグレー（Ｇy）、ライトシアン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）の層が形成
される。
【００５４】
　特許文献２によれば、このような順で記録を行えば、全色を同時に記録する場合に比べ
、記録装置が表現可能な画像の色域を拡大することが出来る。
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【００５５】
　一方、図５は、図４の記録方法に対し、さらに本発明の特徴的な記録方法を採用した場
合の記録状態を示している。図４の記録方法と異なる点は、ライトシアン（ＬＣ）、ライ
トマゼンタ（ＬＭ）が、第１５および第１６グループでは記録を行わないことである。こ
のような構成により、単位領域に対し最終記録走査を含む２つの記録走査では無彩色イン
クであるグレーインクのみが記録される。すなわち、本実施形態の記録方法によれば、明
度の高いインクの層を明度の低いインクの層よりも上層に形成しながらも、最上層には明
度が高くかつ無彩色インクであるグレーインクを形成することが出来る。その結果、広い
色域表現とブロンズ低減効果を両立させる画像を取得することが出来る。
【００５６】
　図６は、図５の構成に加えて、さらにレッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）、
およびグレーよりも色材濃度が低いライトグレー（ＬＧｙ）を用意した場合の記録方法を
説明するための図である。ここでは、２４パスのマルチパス記録を行う場合を例に説明す
る。
【００５７】
　２４パスのマルチパス記録を行う場合、個々のノズル列は搬送方向に２４個のグループ
に分割される。図６において、ブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロ
ー（Ｙ）、レッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）は、第１～第８グループでは記
録を行い、第９～第２４グループでは記録を行わない。グレー（Ｇy）は、第９～第１６
グループでは記録を行うが、第１～第８グループおよび第１７～第２４グループでは記録
を行わない。ライトシアン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）は、第１７～第２２グルー
プでは記録を行うが、第１～第１６グループおよび第２３～第２４グループでは記録を行
わない。さらに、ライトグレー（ＬＧｙ）は、第１７～第２４グループでは記録を行うが
、第１～第１６グループでは記録を行わない。その結果、単位領域は、相対的に明度が低
いインクの層が形成された後に、相対的に明度が高いインクの層が形成され、更に最表層
には無彩色インクであるライトグレー（ＬＧｙ）の層が形成される。このような順で記録
を行えば、図５の場合に比べて、更に広い色域表現と、更に効果的なブロンズ低減を期待
することが出来る。
【００５８】
　図７は、図６と同様のインクを用いる別の記録方法を説明するための図である。図７に
おいて、ブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、レッド（Ｒ
）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）は、第１～第８グループでは記録を行い、第９～第２
４グループでは記録を行わない。グレー（Ｇy）は、第８～第１５グループで記録を行う
が、第８グループの領域が、ブラックおよび明度の低い有彩色インクすなわちシアン（Ｃ
）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、レッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）イ
ンクと重複している。ライトシアン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）は、第１５～第２
２グループで記録を行い、さらにライトグレー（ＬＧｙ）は、第１７～第２４グループで
は記録を行う。このような構成にすれば、明度の低いインクの層の上に明度の高いインク
の層を形成することが出来ると共に、図６の場合に比べて、ライトシアンおよびライトマ
ゼンタの記録に使用するグループ数を多くすることが出来る。すなわちライトシアンおよ
びライトマゼンタのマルチパス数を６パスから８パスにすることができるので、より一様
性に優れた画像を記録することが可能となる。
【００５９】
　なお、実施形態においても第１の実施形態と同様、上記記録形態に限定されるものでは
ない。少なくとも最終記録走査において無彩色インク（ＬＧｙ）の記録許容率を有彩色イ
ンクよりも高くすれば、最表層をより確実に無彩色インクで構成することが出来、効果的
にブロンズを抑制することが出来る。
【００６０】
　図１０は、最終記録走査において有彩色インクの記録許容率を０％にしない例を、図９
と同様に説明する図である。本例の場合、ライトグレーにおいても他のインクにおいても
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ライトグレー以外のインクの記録許容率の方がライトグレーインクよりも高く設定され、
第１９～第２４グループでは、ライトグレーの記録許容率の方が他のインクよりも高く設
定されている。このような記録許容率に従ったマスクパターンを用いて記録を行えば、少
なくとも最終記録走査において、無彩色インクであるライトグレーを記録する割合を高め
ることが出来る。その結果、最表層には無彩色インクが配置される割合が高くなり、ブロ
ンズを抑制することが可能となる。
【００６１】
　更に、図１１は、最終記録走査近傍においてライトグレーの記録許容率を上昇させる別
例を説明する図である。本例の場合、ライトグレー以外のインクについては、全グループ
において、記録許容率は一律である。これに対し、ライトグレーは、第１グループ～第１
８グループでは他のインクよりも記録許容率が低くなっているが、第１９グループ以降で
は記録許容率を連続的に上昇させてしている。このような記録許容率に従ったマスクパタ
ーンを用いて記録を行った場合であっても、最終記録走査を含む後半の記録走査において
、無彩色インクであるライトグレーの記録を他のインクよりも高めることが出来る。その
結果、最表層には無彩色インクが配置される割合が高くなり、効果的にブロンズを抑制す
ることが可能となる。
【００６２】
　なお、以上では、図１２（ａ）のように、全インク色のノズル列が副走査方向に同数の
ノズルを有する構成の記録ヘッドを使用する場合に基づいて説明した。しかし、本実施形
態においては、例えば図６のような記録状態を実現するためには、図１２（ｂ）のように
、各色のノズル列が副走査方向にずれて配備されているような記録ヘッドを用意すること
も有効である。このようにすれば、ノズル列に配列した全てのノズルを有効に使用しなが
ら、広い色域表現とブロンズ低減効果を両立させる画像を取得することが出来る。
【符号の説明】
【００６３】
　　　Ｂ１００　　画像入力部
　　　Ｂ２００　　画像補正部
　　　Ｂ３００　　量子化部
　　　Ｂ４００　　ドット配置ノズル列展開部
　　　Ｂ５００　　プリント部
　　　Ｂ６００　　インク濃縮計算部
　　　Ｂ７００　　インク濃縮積算値保持手段
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